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　今から約1500年前、6世紀前半（古墳時代後期）に築造され
たとされる前方後円墳です。下松市は、かつて「都怒国（角国、
都奴国、つぬのくに）」と呼ばれた地域で、その首長の墓と考え
られています。
　この古墳は、市街地や笠戸湾が一望できる位置にあり、平成
29年に市の文化財（史跡）に指定されています。
　これまで本格的な調査は、実施されておらず、埴輪は確認さ
れていませんでしたが、宅地開発に伴う周辺工事の際に多量
の形象埴輪及び円筒埴輪が出土しました。
　天然の良港を有する下松市は瀬戸内航路の重要拠点として
早くからヤマト王権とかかわりを持っていたと考えられてい
ます。天王森古墳は、末武平野や笠戸湾を中心に繁栄した都怒
国の最盛期の頃のものと考えられ、下松市の歴史を今に伝え
る学術的にも価値の高い文化遺産です。

＼インターネットで下松市の歴史や文化を学ぼう／

検索下松市　郷土資料 検索
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　この埴輪は、復元全長120㎝の大型の埴輪で、鞘に挿入
された状態の大刀を表現しています。
　上部には柄の構造が忠実に再現されています。柄間をは
さんで柄尻・柄縁に鹿角製の装具を用い、そこに革製の護
拳部を取り付けたものを表しており、柄縁からは水平方向
に突起が伸びています。護拳部外側には一列にボタン状の
装飾があります。それらに続く鞘口以下の鞘は、その大半
は無文ですが、下端のみ“ひれ状の張り出し”と線刻によっ
て小さな盾面が表現されています。
　大刀形埴輪は、古墳時代後期にさかんに作られた器財埴
輪の一種ですが、関東地方に比べると西日本ではそれほど
出土例が多くなく、近畿地方より西の地域で全形が復元で
きた例は初めてで大変貴重です。

　この埴輪は、継体大王の墓と推定されている大阪府高槻市
今城塚古墳から出土した大刀形埴輪に全体から細部に至るま
で似ていることが指摘できます。このことは、本古墳の被葬者
が当時の王権に埴輪づくりの工人を派遣してもらえるほどの
実力をもった有力人物であったことを物語っています。

天王森古墳の
大刀形埴輪
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▼掘出前の大刀形埴輪（右） ▼掘出直後（柄部）

▼柄尻上から ▼柄部横から

▼柄縁突起正面▼護拳部正面
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